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介護保険
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65歳以上の5.4人に１人　75歳以上の2.8人に１人が要介護・要支援認定(10年間で約1.5倍増)
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平成23年度の介護保険給付件数は、978万9,088件で、平成22年度から約74万件増加しており、平成15年度の555万6,574件から約1.5倍（423万件）の増加となっています。
平成23年度の給付金額は、4,850億円で平成22年度より288億円増加しており、平成15年度の3,224億円から約1.8倍(1,626億円)の増加となっています。
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　平成23年度末の要介護・要支援認定者数は、40歳から64歳で１万1,626人、65歳から74歳で６万6,189人、75歳以上で31万7,932人の合計39万5,747人となっており、平成15年度と比較すると、約12万人で11.2％の増加となっています。
　平成22年国勢調査による大阪府の65歳以上の人口は、196万2,748人で、これを平成22年度の要介護・要支援認定者数にあてはめてみると、65歳以上では5.4人に１人、75歳以上では2.8人に１人が要介護・要支援認定を受けていることになります。平成12年度では65歳以
上の8.7人に１人、75歳以上の4.1
人に１人の割合でしたので、この10年で大きく増加しています。
生活保護　　

生活保護受給者は年々増加
　平成24年度の生活保護状況は被保護世帯数が22万2,057世帯(前年度比3.1％増)、保護人員が30万4,258人(同2.5％増)、保護費支出額5,505億2,896万円(同1.1％)となっています。これを平成15年度と比較すると、世帯数は1.7倍(約９万１千世帯増)、実人員1.6倍(約11万5,000人増)、保護費1.5倍(約1,836億円増)となっています。
全国の生活保護受給世帯数は157万8,628世帯で全世帯の2.8％ですが、大阪府は全世帯の5.4％となっており全国の２倍弱となっています。


児童相談所の相談受付件数

児童虐待の相談件数が増加
児童相談所における平成24年度の相談受付件数は４万1,704件で、前年度に比べ1,758件減少しました。しかし、10年間の推移は、10,676件で34.4％増加しており、相談受付件数は増加傾向にあります。相談内容の内訳では、障害相談が１万6,216件で最も多く総相談件数の38.9％を占めており、次いで、養護相談が１万4,967件(同35.9％)、育成相談が7,145件(同17.1％)、非行相談が2,013件(同4.8％)、保健相談が48件(同0.1％)の順になっています。
養護相談件数は年々増加傾向にありますが、特に児童虐待相談件数は平成20年度に4,312件(同11.5％)であったのが、平成24年度には9,837件(同23.6％)と約2.3倍になっています。
介護保険給付件数及び給付金額の推移





[表19-8参照]





要介護・要支援認定者数の推移





[表19-7、厚生労働省「介護保険事業状況報告」参照]





保護世帯数、人員及び保護費の推移





[表19-9,10参照]





[表19-15参照]





児童相談所相談受付件数の推移








